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列する半球状の頼粒によって覆われる。

ハンガリーめから知られる。日本新産。
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nical Congress)の案内

第13問・国際組物学会議が1981年(昭56年)8月21日

~28~もわたってぞドュー(オースト弓リア)で開催さ

れます。この第10部会一海・淡水植物学の chairman

であるウマズリー教授(アデレード大学植物学教室)

から下記のような案内が当学会に来ています。

OSection 10. Marine and Freshwater Botany. 

部会は全期間中開催の予定。海草，マングロープ，

および藻類学のあらゆるテーマ、について，シンポジウ

ムと一般講演が行われる。提出された論文について，

口頭発表は選択されるが，障りは要旨か全文が出版さ

れる予定。また展示も，ji('，\~る。

下記の Toらか%と Fieldtripsが計画中であるが，

これらおよびそれ以外のものについて，意見や提案が

あったら申し出てほしい。

QTopics (題目)

1) 微細構造、持化学的慨を含払藻類の形態と

分類に叫いての新知見

2) 藻類の有性生殖

3) 藻類群落の構造と動態

4) 熱帯サンゴ礁での藻類の役割

5) 南極藻類学

、6) 海草 (Seagrasses)とその生物学

7) 藻類・海草・マングロープ群落の生産力
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8) 南半球に力点を置いた藻類の生物地理学

，9) 南半球での藻類の利用

10) 珪藻の分類と生物学

11) ラン藻類の分類学的概念

12) 化石藻類

以上の題目は重ならないよう計画されているが，多

少は重なるかも知れなL、。しかし，重なっても希望者

の大多数は参加できるよう計画中である。

OField trips (見学旅行)

1) (会期前)海草とマングロープを含む，大壁礁

(海岸に平行に走るサンゴ礁)であるヘロン島へ

の旅行(7日間)

2) (会期後)オーストラリア固有海産分類群のた

めのメノレポノレンとアデレードへの海岸めぐり

(8日間)

3) 淡ホ生育地へのシドューからメルボルンへの旅

行 (6日) (会期前旅行の予定)

4) 期間中の 1日旅行

(a) C. S. 1. R. 0の Cronullaにある水産・海洋

学部の見学，海草群落見学のためのボート旅

行.

(b) マングロー7¥ 海草および藻類群落のため

の BotanyBayへの旅行.

(c) 海食台 (rockplatform)への旅行.

(d) 淡水生育地への 1乃至数回の旅行.
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およhまない0.11という値にまで減少している.

今回の分析試料は，一枚のノリ網から経時的に摘採

したものである。同一網上の個体群内では，かなり斉

ーな生理活動が営なまれている(大房ら， 1978)こと

から，これら藻体群は，一日の聞に上級品に相等する

質から下級品までの大幅な変動を示していることが明

らかとなった.

海苔質良否の判定には，他の多くの因子も対象にさ

れている。しかし，光合成色素総量・全窒素量・全窒

素量/全炭水化物量の値は，いずれも海苔質と高い相

関を示すものであり，官能による判定を裏づける重要

な因子でもある。

乾海苔の質は必ずしも原藻の良否ばかりでなく，抄

製・乾燥時の条件や技術によっても左右される.しか

し，加工技術によって原藻の劣悪さが改善されること

はなし良質の乾海苔を作るためには，まず，良い原

藻を手に入れる必要がある。

かかる見地から，以上の結果は，良質の乾海苔を作

るためには，まず，原藻を早朝に摘採する必要がある

ことを立証するものと考えられた.
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。シンポジウム“Theshore environment: methods and ecosystem"の案内.

本学会の会員である W.F. Farnham博士から，上記のシンポジウムへの誘いの手紙が本学会宛送られてきてい

ます。このシンポジウムは目下， 1979年4月2-6日に行われる予定であり， Procedingsも発刊されます。ヨーロ
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